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 建物の長期的な性能を確保するためには、各種建材

の耐久性を把握し、必要に応じて部材を更新すること

が重要です。一般にグラスウールは、初期性能が長期

にわたって維持されるものとして断熱設計が行われ

ていますが、グラスウールを構成するガラス繊維や、

形状保持のために使用される樹脂バインダーの長期

的な性状の変化については現在十分な知見がなく、検

証が必要です。 

本研究では、長期使用した断熱材の実態調査及び加

速劣化試験により、グラスウールの耐久性を検証し、

長期的に断熱性能を維持するための設計情報を構築

することを主な目的とします。 

 本研究では主に現場サンプリング調査と加速劣化

試験の 2 つのアプローチから、グラスウールの長期断

熱性能検証を行います。現場サンプリング調査では、

解体や改修工事の現場からグラスウールをサンプリ

ングし、使用状況と性状変化の関係を確認します。加

速劣化試験では高温高湿条件下にサンプルを置き、長

期的な性状変化を再現します。一方で、性状変化を評

価するための試験方法を検討し、グラスウールが長期

的にどのように変化するのかを定量的に明らかにし

ます。 

 劣化が認められた場合には、そのメカニズムと原因

を探り、評価方法の提案や、耐久性向上のための設計

情報構築を行います。 

 今年度は、昭和 40 年代～50 年代に建設された旭川市内の住宅を対象に、現場サンプリング試行

調査を行いました。採取されたグラスウールに目立った経年変化はありませんでした。加速劣化試験

では、高温高湿条件下でグラスウールが膨張することが確認されましたが、熱伝導率への影響はいま

のところ現れていません。評価方法については、熱伝導率測定、顕微鏡観察、熱分析（DSC、TG）、

反発力測定等、種々の方法を検討しました。 

来年度も引き続き現場サンプリング調査と加速劣化試験を実施し、グラスウールが長期的にどのよ

うに変化するのかを定量的に明らかにしていく予定です。 
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